
第２回アンケートに向けて 
 

２０１２．０２．０５． 
 

主催 ： 中部横断道八ヶ岳南麓の会 

 

 

中部横断自動車道 勉強会 
 



１．主催者は何者か？ 
 
２．そもそも道路計画はどうやって決まるのか？ 
 
３．第１回 アンケート結果は？ 
 
４．第２回 アンケートの選択案の分析 
 
５．国による案②への誘導例 
 

６．質疑応答 
 
７．今後の対策 
 

 
Agenda 

 



 
中部横断自動車道八ヶ岳南麓の会 

 

構成団体： 
  八ヶ岳自然ガイド協会 
  八ヶ岳歩こう会 
  八ヶ岳ネットワーク 
  緑のネットワーク21 
  NPO法人 八ヶ岳南麓景観を考える会 
  八ヶ岳エコツーリズム協会 
  北杜市21を考える会 
  八ヶ岳自然観察の会  
     （順不同） 
 



私たちは、八ヶ岳南麓の景観と環境を大切にし、 
     良識人として行動します。 

 
私たちは、道路計画の情報を提供します。 

 
私たちは、主張を行いますが、強要はしません。 

 
私たちは、山梨県側に関する主張と行動を行います。 

私たちの取組姿勢 



私たちの主張 

高速道路によって失うものを考えましょう！ 

八ヶ岳南麓の景観と自然環境は世界に誇る日本の宝です 

次世代に引継ぐのは私たちの責務です 

高速道路より自然景観を → １４１号の改良は有益 



中部横断自動車道計画の推移 

１９８７年 ６月    第四次全国総合開発計画閣議決定 

                １４０００ｋｍの高規格幹線道路として構想 
 
１９９７年 ２月 長坂Ｊｃｔ～八千穂ＩＣ間の基本計画を公示 
 
２０１０年１１月     当計画に計画段階評価の方式採用を発表 
 
２０１１年 ２月     第１回アンケート実施 
 
２０１２年 ２月 第２回アンケートを実施 
 
＊＊＊ ２０１０年１１月以降  関東地方小委員会４回開催 





第１回アンケート結果  

 課題とその解決にための目標が、合計で１０個提案された 

  
 全体：   回答数 ６０００ 賛成 ６０％ 
 北杜市：  回答数 ２８５０ 賛成 ３７％ 

 

  
 案③ と 案④ が追加された 

 



世界に誇る八ヶ岳南麓景観の喪失 
 

自然環境の悪化  静寂と星空の喪失 
 

別荘需要の低下  建築需要の低下 
 

滞在型観光地から 通過型観光地へ 
 

湧水群の切断による農業と暮らしへの悪影響 
 

  
  
 

 

第①案 第②案 高速道路 

地域経済活動の低下 

地域の魅力の低下 →  人口減・需要減 



生活道路としての利便性のアップ 
 

 １４１号の街道筋の商業活動の活発化 
 

 １４１号と県道２８号間の往来による面的地域の活性化 
 

景観 自然 静寂 星空等 地域の魅力の保全 
 
 
  
   

 

第③案 国道１４１号の改良案 

地域経済活動のアップ 

地域の魅力のアップ →  人口増・需要増 



   

東京都市大学環境情報学部  

青山貞一教授の研究論文から 

 

① 

 

日本で高速道路といえば、通過する多くの地域に 

とっては騒音、大気汚染、日照阻害、自然破壊、 

景観眺望破壊、地域分断など被害ばかりでいい 

ことはなかった。 

 



  ② 

 

さらに日本では道路内にユーザーを囲い込み、 

高速道路のＳＡや一般道路の「道の駅」など、 

国土交通省系の外郭団体に多くの利益をもたらす 

施設や会社が潤うことはあっても、沿道の地元の 

商業施設に恩恵がもたらされることはなかった。 



  ③ 

 

  通過交通でしかなく迷惑施設でしかなかった高
速道路と一般道との有機的連結が行われれば、地
域社会や地域経済への波及効果もある。 

 

 高速道路も無料とし一般道路と頻繁に連結する
方式(注：国道１４１号の改良が正にこれにあたる）は、一般道路の先
にある給油所、レストラン、商店街、観光スポットな
どの利用も増え、現状よりははるかに地域は活性
化することになると思える。 



国は、案②に誘導しようとしている 

コスト 

景観 

所要時間 



オープンハウスでは、 
案③の国道１４１号改良案にお金がかかることアピールしている 

弘法坂 ２８０億円 市場坂 ３００億円 

コスト 



コスト比較 

案① 
 

２２００億円 

案② 
 

２０５０億円 

案③ 
 

１３５０億円 

案④ 
 
０ 

７００億円安い 

弘法坂 市場坂  
のコスト込み 

コスト 



案②の予想ルート 

八ヶ岳高原大橋 

川俣川 
中央自動車道 

清
里 

八ヶ岳 
 ＰＡ 

小海線 

富谷 

甲川 
泉川 

宮川 

景観 



オープンハウスでは、 
景観に配慮した高速道路として掘割構造の掲示をしているが・・・・ 

八ヶ岳南麓では北から南に流れる河川がある 
掘割構造は現実問題として実現は難しい （国交省担当者） 

高架型の高速道路になることを意味している 

景観 



中部横断自動車道 検討ルート 
野辺山 

清里 

小淵沢ＩＣ 

須玉ＩＣ 

至 双葉Ｊｃｔ 

静岡 ～ 小諸 

   所要時間 
本来の目的である 

静岡方面への所要 
時間は案③の方が
短い    所要時間 

国交省の資料では 

小淵沢～軽井沢の
所要時間を記載 

案② 

案③ 

所要時間 



質疑応答 



  数が必要  数は力 ＝ 数が背景にあると交渉できる。 
  （回答数を増やすことにご尽力下さい。） 

 
  ネットによる回答の活用が有効です。 
         （アンケート用紙が恣意的に制限されています。） 

 
  一人１通の回答して下さい。 
  （１家族１通ではありません。） 

 
  住民票なくても、別荘を持っていなくても、回答可能です。 
       （日本国民の税金で建設する国道ですから。）  

第２回アンケートへの対応策  



 質問１ ⑤（現道の走行性向上）と⑨（環境・景観保全）を選ぶ。 
   回答例 ： ④⑤⑨  ⑤⑨Ｘ  ほか景観保全）
の２つ     注：⑥は選ばないで下さい。 
 
 質問２   案③を選んで、その理由を書いて下さい。 

 
 

 質問３   明確にｘｘｘだから反対等、はっきり意見を書いて下さい。 
 
 
 委員会では、統計処理だけでなく、アナログ情報も読み取っています。 
 
 

当会の推奨する回答要領  


